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学
習
日
　
　月
　
　日

第

講
座

10

古
典
⑵
─
漢
文
・
漢
詩
の
知
識

　　46

基
本
問
題

1
次
の
漢
文
と
書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
文

章
は
、
Ａ
と
Ｂ
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
茨
城
〉

　
　

宋そ
う　

人ひ
と　

或あ

得

玉
、
獻け
ん

諸こ
れ

子し　

罕か
ん

。
子　

罕　

弗ず

受
。

　
　

獻

玉

者

曰い

、
「
以も
つ

示

玉き
う　

人じ
ん

、
玉　

人　

以

爲な

寶

也
。

　
　

故

敢あ

獻

之こ
れ

。」

A
＊

　
りレ

　
ルレ

　
ヲ

　
ズ

（
献
上
し
た
）

（
献
）二

①
　
ヲ

（
諸
）

＊

　
ニ一

　
レ

　
ケ

　
ズ
ル

レ

　
ヲ

　
（
者
）

ハ
ク

　
テ

セ
シ
ニ

二

＊

　
ニ一

　
テ

　
セ
リ

（
宝
石
と
鑑
定
し
た
）

（
為
）レ

　
ト

（
宝
）

ニ

　
ヘ
テ②
ズ
トレ

　
ヲ

　
（
注
）　

宋
人
＝
宋
の
国
の
人
。　
　

子
罕
＝
人
名
。　
　

玉
人
＝
玉
み
が
き
の
職
人
。

　
　
　

貪
る
＝
欲
ば
る
こ
と
。　
　

寶
と
爲
す
＝
宝
と
み
な
す
。
宝
と
考
え
る
。

Ｂ　

子
罕
曰
は
く
、「
我
は
貪む

さ
ぼ

ら
ざ
る
を
以
て
寶
と
爲
し
、
爾な

ん
ぢ

は
玉
を
以
て
寶
と
爲
す
。

も

し
以
て
我
に
與
へ
ば
、
皆
寶
を
喪う

し
な

ふ
な
り
。」
と
。

〈「
春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

左さ

氏し

伝で
ん

」
よ
り
〉

＊（
欲
ば
ら
な
い
こ
と
）

＊

（
あ
な
た
）

（
若
）

（
与
）

（
お
互
い
）

　
　

送

元げ
ん

二じ

使

安あ
ん

西せ
い

　
　

王わ
う

維ゐ

渭ゐ

城じ
や
う

朝

雨

浥う
る
ほ

軽け
い

塵ぢ
ん

客

舎

青

青

柳

色

A

勧

君

更

尽

一

杯

酒　
　

西

出い

陽や
う

関く
わ
ん

無

故

人

①
　

ル三

＊

　

ノ

ヒ
ス
ル
ヲ

二

＊

　

ニ一

＊

　

ノ

　

ス二

＊

　

ヲ一

＊
②
　

ムレ

　

ニ

　

ニ

　

ク
セ

　

ノ

　
ノ
カ
タ
　
ヅ
レ
バ

二

＊

　

ヲ一

　
カ
ラ
ン

二

　

一

問
1　

内
容
理
解　

線
①
「
諸
」
は
何
を
指
し
ま
す
か
。
適
切
な
言
葉
を
漢
文
中
か
ら

抜
き
出
し
な
さ
い
。

（

）

問
2　

書
き
下
し
文　

線
②
「
獻
之
。」
の
読
み
方
（
書
き
下
し
文
）
を
、
す
べ
て
平

仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

（

）
　
（
注
）　

元
二
＝
辺
境
を
守
る
た
め
に
都
長ち
ょ
う

安あ
ん

か
ら
使
者
と
し
て
赴
く
人
。

　
　
　

安
西
＝
現
在
の
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
。　

　
　
　

渭
城
＝
渭い

水す
い

を
隔
て
て
、
長
安
の
対
岸
に
あ
っ
た
町
。

　
　
　

軽
塵
＝
細
か
な
土
ぼ
こ
り
。　
　
　

客
舎
＝
旅
館
。

　
　
　

陽
関
＝
現
在
の
甘か
ん

粛し
ゅ
く

省
敦と
ん

煌こ
う

市
南
西
に
あ
っ
た
関
所
。

問
3　

内
容
理
解　

子
罕
は
な
ぜ
玉
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
そ
の
理
由
を
述
べ

た
次
の
文
の

に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
、
十
五
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

　

宋
人
は
玉
を
宝
と
し
て
い
る
。子
罕
は
欲
ば
ら
な
い
こ
と
を
宝
と
し
て
い
る
。し
た
が
っ

て
、
も
し
子
罕
が
玉
を
受
け
取
っ
た
な
ら
ば
、

か
ら
。

2
次
の
漢
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

〈
如
水
館
高
改
〉
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47　　第10講座　古典⑵

問
1　
漢
詩
の
形
式　

こ
の
漢
詩
の
形
式
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（

）

問
2　
押
韻　

A
に
入
る
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

美

イ

新

ウ

明

エ

古

問
3　
書
き
下
し
文　

線
①
を
書
き
下
し
文
に
改
め
て
書
き
な
さ
い
。

（

）

問
4　
内
容
理
解　

都
長
安
か
ら
最
も
遠
い
場
所
を
漢
詩
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

（

）

問
5　

内
容
理
解　

線
②
「
勧

君

更

尽

一　

杯

酒
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
酒
を
勧
め
た
の
で
す
か
。
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

友
人
は
酒
を
飲
む
の
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
そ
の
好
き
な
酒
を
飲
ま
せ

た
か
っ
た
。

イ

異
国
の
地
に
行
く
と
酒
は
も
う
飲
め
な
く
な
る
の
で
、
旅
立
つ
前
に
酒
を
飲
ま
せ
た

か
っ
た
。

ウ

都
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
酒
を
一
緒
に
飲
む
友
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

酒
を
飲
ま
せ
た
か
っ
た
。

エ

酒
は
悲
し
み
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
亡な

く
な
っ
た
人
を
思
う
友
人
を
な
ぐ
さ

め
る
た
め
に
酒
を
飲
ま
せ
た
か
っ
た
。

　

ムレ

　

ニ

　

ニ

　

ク
セ

　

ノ

z

漢
文
の
特
色

漢
文
を
訓
読
す
る
と
き
に
は
、
漢
字
の
左
下
に
返
り
点
を
つ
け
、
活
用
語
尾
や
助
詞
な

ど
を
補
う
た
め
に
右
下
に
送
り
仮
名
を
つ
け
る
。

●
返
り
点
の
種
類

①
レ
点
…
下
の
字
か
ら
す
ぐ
上
の
一
字
へ
と
返
る
。

3

2

1

②
一
・
二
（
・
三
）
点
…
二
字
以
上
離
れ
た
上
の
字
へ
返
る
。

3

1

2

③
上
・（
中
・
）
下
点
…
一
・
二
（
・
三
）
点
の
つ
い
て
い
る
部
分
を
は
さ
ん
で
さ
ら

に
下
か
ら
上
へ
返
る
。　
　

5

3

1

2

4

●
書
き
下
し
文
…
漢
文
を
返
り
点
や
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
日
本
語
の
文
に
直
し
た

も
の
を
、
書
き
下
し
文
と
い
う
。
助
詞
・
助
動
詞
に
当
た
る
漢
字
は
平
仮
名
に
直
す
、

置
き
字
（
読
ま
な
い
字
）
は
書
か
な
い
、
な
ど
の
き
ま
り
が
あ
る
。

x

漢
詩
の
特
色

①
形
式
…
一
句
の
字
数
と
句
の
数
に
よ
り
、「
五
言
絶
句
」「
七
言
律
詩
」
な
ど
と
呼
ぶ
。

・
一
句
が
五
字
…
五
言
詩
／
一
句
が
七
字
…
七
言
詩

・
四
句
か
ら
成
る
も
の
…
絶
句
／
八
句
か
ら
成
る
も
の
…
律
詩

②
押お
う

韻い
ん

…
偶
数
句
の
最
後
の
字
を
、
同
じ
か
似
た
音
に
す
る
こ
と
。「
韻
を
ふ
む
」
と

も
い
う
。（
七
言
詩
で
は
第
一
句
末
も
原
則
と
し
て
韻
を
ふ
む
。）

例　

江　

碧　

鳥　

逾　

白

　
　
　

山　

青　

花　

欲　

然　
（zen

）

　
　
　

今　

春　

看　

又　

過

　
　
　

何　

日　

是　

帰　

年　
（nen

）

〈
杜と

甫ほ

「
絶
句
」
よ
り
〉

③
対
句
…
対
照
的
な
内
容
で
、
同
様
の
構
造
の
句
を
対
句
と
呼
ぶ
。

　
　
　
　

律
詩
の
第
三
句
と
第
四
句
、
第
五
句
と
第
六
句
は
対
句
に
す
る
の
が
原
則
。

例　

感

時　

花　

濺

涙　
（
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺そ

そ

ぎ
）

　
　
　
　

恨

別　

鳥　

驚

心　
（
別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
）

〈
杜
甫
「
春
望
」
の
一
部
〉

要
点
の
ま
と
め

レ

レ

二

一

　

下

　

二

　

　

一

　

上

　

レ

　

レ

　

レ

　

レ
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　　48

演
習
問
題

問
1　

古
典
常
識　

線
①
「
京
」
は
都
の
こ
と
で
す
。
そ
の
都
の
名
前
を
漢
字
二
字
で

書
き
な
さ
い
。

問
2　

内
容
理
解　

線
②
「
未
決
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
が
「
未
決
」
な
の
か
を
、
三

十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
3　

書
き
下
し
文　

書
き
下
し
文
中
の

に
入
る
適
切
な
語
句
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

作
さ
ん
と
欲
し
て
敲
き

イ

敲
く
と
作
さ
ん
と
欲
し
て

ウ

作
り
敲
か
ん
と
欲
し
て

エ

作
る
と
敲
か
ん
と
欲
し
て

問
4　

内
容
理
解　

問
題
文
の
内
容
か
ら
、
故
事
成
語
と
し
て
「
推
敲
」
が
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア

物
事
の
最
も
重
要
な
所
に
手
を
入
れ
て
、
最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
こ
と
。

イ

違
い
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

ウ

同
士
が
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
、
学
問
や
人
格
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
。

エ

詩
文
の
字
句
を
よ
く
練
り
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
。 （

）

〈「
唐と
う

詩し

紀き

事じ

」
よ
り
〉

　
（
注
）　

賈
島
＝
（
七
七
九
〜
八
四
三
年
）
唐
代
の
詩
人
。

　

赴
挙
＝
官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
科
挙
の
受
験
を
し
に
行
く
。

　
　
　
　

驢
＝
ロ
バ
。

　
　
　
　

賦
詩
＝
詩
を
つ
く
る
。

　

大
尹
＝
都
の
長
官
。

　

韓
愈
＝
（
七
六
八
〜
八
二
四
年
）
唐
代
の
政
治
家
・
文
学
者
。

　

乃
＝
そ
こ
で
。

賈　

島　

赴

挙　

至  
京
、

騎  

驢　

賦

詩
、

得

僧　

推　

月　

下　

門　

句
。

欲

改

推　

作

敲
、

引

手　

作

推　

敲　

之　

勢
。

未

決
、
不

覚　

衝  

大　

尹　

韓　

愈
。

乃　

具　

言
。

愈　

曰
、
敲　

字　

佳　

矣
。

遂　

並

轡　

論

詩　

久

之
。

＊

＊　
レ

　

レ ①

　

レ
＊

＊　
レ

　

二

　

一

　

二

　

レ

　

一レ

　

レ

　

二

　

一

②
　

レ

　

レ

　

二
＊

＊

　

一

＊

　

レ

　

レ

　

レ

賈か

島と
う

挙
に
赴お

も
む

き
て
京
に
至
り
し
と
き
、

驢ろ

に
騎の

り
て
詩
を
賦ふ

し
、

「
僧
は
推お

す
月
下
の
門
」
の
句
を
得
た
り
。

推
す
を
改
め
て

、

手
を
引
き
て
推す
い

敲か
う

の
勢
を
作な

す
。

衝あ

た
る
。

未い
ま

だ
決
せ
ず
、
覚
え
ず
し
て
大た

い

尹ゐ
ん

韓か
ん

愈ゆ

に

乃す
な
は

ち
具つ

ぶ

さ
に
言
ふ
。

愈
曰い

は
く
、「
敲た

た

く
の
字
佳よ

し
。」
と
。

遂つ
ひ

に
轡く

つ
わ

を
並
べ
て
詩
を
論
ず
る
こ
と
之こ

れ

を

久
し
く
す
。

1
次
の
漢
文
と
そ
の
書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

〈
慶
応
義
塾
志
木
高
改
〉
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49　　第10講座　古典⑵

2
次
の
漢
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

〈
東
洋
大
附
姫
路
高
改
〉

問
1　

漢
詩
の
形
式　

こ
の
詩
の
形
式
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア

五
言
絶
句

イ

五
言
律
詩

ウ

五
言
古
詩

エ

七
言
絶
句

オ

七
言
律
詩

〈
杜
甫
「
月げ
つ

夜や

」
よ
り
〉

①
今

夜　

鄜　

州

月

②
閨け
い　

中ち
ゆ
う　

只た

独

A

③
遥は
る

憐あ
は

小　

児　

女

④
未

解

憶お
も

長　

安

⑤
香　

霧　

雲う
ん　

鬟く
わ
ん　

湿う
る
ほ

⑥
清せ
い　

輝き　

玉ぎ
よ
く　

臂ひ　

寒

⑦
何い
づ

時

倚よ

虚き
よ　

幌く
わ
う

⑧
双な
ら

照

涙　

痕こ
ん　

乾

　

ノ

　

ダ

　

リ

　

カ
ニ
　

レ
ム

　

ノ

　

ダ
ル
ヲレ

　

セレ

　

フ
ヲ

二

　

ヲ一

　

ヒ
カ
ラ
ン

　

レ
ノ
　

カ

　

リ

　

ニ

　

ビ

ラ
サ
レ
テ

　

カ
ン

①
今
夜
（
こ
の
長
安
と
同
じ
よ
う
に
）
鄜
州
を
照
ら
し
て
い

る
月
を

②
私
の
妻
は
寝
室
か
ら
た
っ
た
独
り
で
見
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。

③④
（
か
わ
い
そ
う
に
…
…
幼
い
子
供
た
ち
は
）
長
安
で
捕
ら

え
ら
れ
て
い
る
私
の
身
を
案
じ
る
こ
と
さ
え
、
ま
だ
で
き

な
い
の
だ
。

⑤
か
ぐ
わ
し
い
霧
に
濡
れ
て
お
前
の
黒
髪
は
潤
い

⑥
清
ら
か
な
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い

お
前
の
腕
は
寒
々
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

⑦
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
窓
に
掛
け
て
あ
る
日
よ
け
の
布
に
寄

り
添
い
な
が
ら

⑧
夫
婦
二
人
で
月
の
光
を
浴
び
て
、
涙
の
跡
を
乾
か
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

問
2

漢
詩
の
知
識　

A
を
補
う
の
に
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

思

イ

居

ウ

暖

エ

望

オ

看

問
3　

内
容
理
解　

③
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア

幼
い
子
供
た
ち
と
は
二
度
と
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
。

イ

幼
い
子
供
た
ち
と
私
が
遠
く
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
悔
し
く
思
う
。

ウ

幼
い
子
供
た
ち
の
こ
と
を
、
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
い
と
お
し
く
思
う
。

エ

は
る
か
遠
く
に
い
る
幼
い
子
供
た
ち
と
、
も
う
す
ぐ
会
え
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

問
4　
漢
詩
の
知
識　

⑤
句
と
対
句
に
な
っ
て
い
る
句
の
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

問
5　

返
り
点　

⑦
句
の
書
き
下
し
文
は
「
何
れ
の
時
か
虚
幌
に
倚
り
」
で
す
が
、「
倚
」

に
つ
く
返
り
点
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

一

イ

二

ウ

レ

エ

一レ

問
6　

心
情
理
解　

こ
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次

か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

自
分
へ
の
怒
り

イ

家
族
へ
の
愛
情

ウ

敵
へ
の
恨
み

エ

未
来
へ
の
失
望

　

こ
の
漢
詩
は
、
長ち
ょ
う

安あ
ん

（
中
国
の
古
都
）
で
捕
ら
わ
れ
て
い
る
杜と

甫ほ

が
、
夜
空
に
輝
く
美
し
い
月
を
眺

め
な
が
ら
、
獄
中
で
一
人
寂
し
く
詠よ

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
妻
は
鄜ふ

州し
ゅ
う

（
長
安
か
ら
は
る
か
北
に
位
置
す

る
地
）
で
幼
い
子
供
た
ち
と
生
活
し
て
い
る
。
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学
習
日
　
　月
　
　日

補 
講

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
表
現

　　50

　
次
の
グ
ラ
フ
は
、
十
六
歳
以
上
の
日
本
人
を
対
象
と
し
て
、「
毎
日
の
生
活
に
必

要
な
情
報
を
何
か
ら
得
て
い
る
か
」
を
年
代
別
に
調
査
し
た
結
果
の
一
部
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
や

意
見
を
、
後
の
〈
条
件
〉
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

︿
福
島
﹀

︿
条
件
﹀　

① 　

二
段
落
構
成
と
し
て
︑
前
段
で
は
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を
書

き
︑
後
段
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
や
意
見
を
書
く
こ

と
︒

　
　
　
　
　
　

②　

全
体
を
百
五
十
字
以
上
二
百
字
以
内
で
ま
と
め
る
こ
と
︒

　
　
　
　
　
　

③　

氏
名
は
書
か
な
い
で
︑
本
文
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
︒

　
　
　
　
　
　

 

④ 　

原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
し
た
が
っ
て
︑
文
字
や
仮
名
遣
い
な
ど
を
正
し

く
書
き
︑
漢
字
を
適
切
に
使
う
こ
と
︒

150

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

⌇

「毎日の生活に必要な情報の取得手段」

（文化庁「平成27年度　国語に関する世論調査」により作成）

新聞　 テレビ　 パソコン
携帯電話（スマートフォンを含む）

16
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
歳
位
上

100
（％）

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

79

30

25

79

84

32

45

81
80

35

38

80

64

60

36

83

40

79

35

87

16

85

26

90

6

89

9

91
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51　　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

順
風
満
帆
な
人
生
。 
②　

五
月
雨
が
降
り
注
ぐ
。 

③　

冊
子
を
頒
布
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

人
の
話
を
遮
る
。 

⑤　

潔
い
決
断
を
す
る
。 

⑥　

素
描
の
練
習
を
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

追
跡
か
ら
逃
れ
る
。 

⑧　

風
情
の
あ
る
庭
。 

⑨　

規
制
を
緩
和
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

廉
価
な
衣
料
品
。 

⑪　

精
進
料
理
を
食
べ
る
。 
⑫　

世
の
安
寧
を
祈
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑬　

含
蓄
の
あ
る
言
葉
。 

⑭　

議
長
を
委
嘱
す
る
。 

⑮　

道
端
に
咲
く
花
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

イ
ガ
イ
な
展
開
。 

⑰　

偉
大
な
コ
ウ
セ
キ
。 

⑱　

タ
ン
ジ
ョ
ウ
を
祝
う
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

パ
ソ
コ
ン
の
ソ
ウ
サ
。 

⑳　

少
し
の
時
間
が
オ
シ
イ
。 

㉑　

ゴ
カ
イ
を
受
け
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉒　

時
代
が
ス
イ
イ
す
る
。 

㉓　

気
持
ち
が
ユ
レ
ル
。 

㉔　

セ
ン
モ
ン
学
校
に
通
う
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

セ
ン
レ
ン
さ
れ
た
文
章
。 

㉖　

ケ
ン
キ
ョ
な
姿
勢
。 

㉗　

ビ
ル
が
リ
ン
リ
ツ
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

イ
サ
ン
を
分
配
す
る
。 

㉙　

読
書
に
ボ
ッ
ト
ウ
す
る
。 

㉚　

塩
分
の
カ
ゲ
ン
を
す
る
。

1
漢
字
の
成
り
立
ち　

次
の
漢
字
と
同
じ
成
り
立
ち
の
漢
字
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

拍　

　
　

②　

馬　

③　

天　

　
　

④　

名　

ア　

雨　
　

イ　

二　
　

ウ　

伏　
　

エ　

訂

2
部
首　

次
の
漢
字
の
部
首
の
名
前
を
、
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

①　

請　（  
 

）　
②　

藩　（  
 

）

③　

励　（  
 

）　
④　

赴　（  
 

）

⑤　

想　（  
 

）　
⑥　

疾　（  
 

）

⑦　

粒　（  
 

）　
⑧　

閲　（  
 

）

⑨　

欺　（  
 

）　
⑩　

衝　（  
 

）

3
部
首　

次
の
漢
字
の
部
首
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

腹　

　
　
　

②　

濁　

　
　
　

③　

鎖　

④　

傷　

　
　
　

⑤　

室　

　
　
　

⑥　

熟　

ア　

金
属
に
関
係
が
あ
る
。　
　

イ　

水
や
液
体
に
関
係
が
あ
る
。

ウ　

住
居
に
関
係
が
あ
る
。　
　

エ　

火
や
明
る
さ
に
関
係
が
あ
る
。

オ　

身
体
に
関
係
が
あ
る
。　
　

カ　

人
間
に
関
係
が
あ
る
。

言
語

漢
字
の
成
り
立
ち
・
部
首

1
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　　52

言
語

画
数
・
筆
順
・
書
写

2

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

幸
せ
を
享
受
す
る
。 
②　

遺
漏
な
く
書
き
記
す
。 

③　

改
善
の
兆
し
が
見
え
る
。

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

考
え
を
示
唆
す
る
。 

⑤　

意
匠
を
凝
ら
す
。 

⑥　

煩
わ
し
い
用
事
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

優
雅
な
所
作
。 

⑧　

便
宜
を
図
る
。 

⑨　

任
務
を
遂
行
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

泰
然
自
若
と
す
る
。 

⑪　

話
が
弾
む
。 
⑫　

条
約
を
批
准
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑬　

安
穏
と
暮
ら
す
。 

⑭　

暫
定
で
順
位
を
つ
け
る
。 

⑮　

夏
祭
り
を
催
す
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

江え

戸ど

文
化
の
テ
ン
ケ
イ
。 

⑰　

感
情
が
コ
ウ
サ
ク
す
る
。 

⑱　

チ
ツ
ジ
ョ
を
乱
す
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

セ
マ
イ
敷
地
。 

⑳　

不
動
産
業
を
イ
ト
ナ
ム
。 

㉑　

味
が
ウ
ス
イ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

㉒　

キ
ョ
ク
タ
ン
な
意
見
。 

㉓　

カ
コ
ク
な
訓
練
を
す
る
。 

㉔　

シ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
が
合
う
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

芸
術
を
ソ
ウ
ゾ
ウ
す
る
。 

㉖　

ソ
ッ
チ
ョ
ク
な
意
見
。 

㉗　

手
当
て
を
ホ
ド
コ
ス
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

過
度
の
キ
ン
チ
ョ
ウ
。 

㉙　

視
力
が
オ
ト
ロ
エ
ル
。 

㉚　

レ
ン
メ
ン
と
続
く
。

4
書
写　

次
の
漢
字
を
行
書
で
書
い
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

待 

ア　

時　
　
　

イ　

待　
　
　

ウ　

侍　
　
　

エ　

持

②　

観 
ア　

歓　
　
　

イ　

勧　
　
　

ウ　

親　
　
　

エ　

観

③　

功 

ア　

功　
　
　

イ　

坑　
　
　

ウ　

抗　
　
　

エ　

巧

④　

慕 

ア　

墓　
　
　

イ　

募　
　
　

ウ　

慕　
　
　

エ　

暮

1
画
数　

次
の
漢
字
の
総
画
数
を
、
算
用
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

①　

委　

　
　
　
　

②　

負　

　
　
　
　

③　

表　

④　

破　

　
　
　
　

⑤　

選　

　
　
　
　

⑥　

郵　

2
画
数　

次
の
漢
字
を
画
数
の
少
な
い
順
に
並
べ
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

医　
　
　

イ　

建　
　
　

ウ　

両　
　
　

エ　

官

 

↓

↓

↓

3
筆
順　

次
の
漢
字
の
黒
い
部
分
は
何
画
目
に
書
き
ま
す
か
。
算
用
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

①　

　

　
　
　
　

②　

　

　
　
　
　

③　

　
　

④　

　

　
　
　
　

⑤　

　

　
　
　
　

⑥　
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53　　

言
語

同
音
異
字
・
同
訓
異
字
・
同
音
異
義
語

3

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

相
手
を
威
嚇
す
る
。 
②　

理
不
尽
な
要
望
に
憤
る
。 

③　

心
身
を
鍛
え
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

森
林
の
伐
採
が
進
む
。 

⑤　

流
れ
が
渦
を
巻
く
。 

⑥　

和
洋
折
衷
の
料
理
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

敵
の
計
略
に
陥
る
。 

⑧　

決
定
事
項
を
覆
す
。 

⑨　

抗
議
の
矢
面
に
立
つ
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

居
丈
高
に
振
る
舞
う
。 

⑪　

敵
の
目
を
欺
く
。 
⑫　

健
や
か
な
生
活
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑬　

自
縄
自
縛
の
状
態
。 

⑭　

子
犬
と
戯
れ
る
。 

⑮　

議
長
を
罷
免
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

審
査
の
タ
イ
シ
ョ
ウ
。 

⑰　

新
聞
に
ケ
イ
サ
イ
す
る
。 

⑱　

カ
ジ
ョ
ウ
な
装
飾
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

コ
ド
ク
に
耐
え
る
。 

⑳　

神
を
ス
ウ
ハ
イ
す
る
。 

㉑　

賞
金
を
カ
ク
ト
ク
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉒　

柔
和
な
イ
ン
シ
ョ
ウ
。 

㉓　

タ
ク
ミ
な
文
章
構
成
。 

㉔　

固
定
ガ
イ
ネ
ン
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

同
じ
話
題
に
ア
キ
ル
。 

㉖　

値
段
の
コ
ウ
シ
ョ
ウ
。 

㉗　

ト
ク
イ
な
才
能
を
も
つ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

貿
易
マ
サ
ツ
が
起
こ
る
。 

㉙　

聴
衆
の
大
カ
ン
セ
イ
。 

㉚　

オ
ロ
カ
な
行
動
に
出
る
。

1
同
音
異
字　

次
の

線
部
と
同
じ
漢
字
を
使
う
も
の
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

事
件
に
カ
ン
ヨ
す
る
。

ア　

ヨ
ダ
ン
を
許
さ
な
い
。　
　
　

イ　

ヨ
イ
ン
に
浸
る
。 

ウ　

卒
業
証
書
の
ジ
ュ
ヨ
。　
　
　

エ　

銀
行
に
ヨ
キ
ン
す
る
。

②　

先
生
に
ホ
ウ
コ
ク
す
る
。

ア　

問
題
を
ホ
ウ
チ
す
る
。　
　
　

イ　

ニ
ュ
ー
ス
の
ソ
ク
ホ
ウ
。 

ウ　

病
人
を
カ
イ
ホ
ウ
す
る
。　
　

エ　

友
人
の
家
を
ホ
ウ
モ
ン
す
る
。

3
同
音
異
義
語　

次
の

に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

Ａ　

議
論
が

線
を
た
ど
る
。

Ｂ　

感
覚
を
保
つ
。

Ｃ　

自
転
車
と

し
て
走
る
。

 

へ
い　

こ
う

 

へ
い　

こ
う 

へ
い　

こ
う

①

　

Ａ　

利
益
を

す
る
。

Ｂ　

真
理
を

す
る
。

Ｃ　

責
任
を

す
る
。

 

つ
い 

き
ゅ
う

 

つ
い 

き
ゅ
う

 

つ
い 

き
ゅ
う

②

2
同
訓
異
字　

次
の

に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

Ａ　

か
い
一
日
。

Ｂ　

か
い
ス
ー
プ
。

あ
た
た

あ
た
た

①

　
　
　
　

Ａ　

空
を

　

ぶ
。

Ｂ　

対
岸
に

　

ぶ
。

と
と

②
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　　54

言
語

熟
語
の
構
成
・
三
字
熟
語
・
四
字
熟
語

4

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

大
臣
を
更
迭
す
る
。 
②　

川
の
水
が
澄
む
。 

③　

手
柄
を
吹
聴
す
る
。

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

料
理
に
凝
る
。 

⑤　

新
記
録
に
挑
む
。 

⑥　

蛇
口
か
ら
滴
が
落
ち
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

逐
次
発
表
す
る
。 

⑧　

夏
草
が
繁
茂
す
る
。 

⑨　

眠
気
が
襲
う
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

た
こ
糸
を
手
繰
る
。 

⑪　

憩
い
の
場
に
集
う
。 
⑫　

意
気
地
が
な
い
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑬　

悪
事
を
糾
弾
す
る
。 

⑭　

従
業
員
を
雇
う
。 

⑮　

死
者
を
悼
む
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

技
を
ケ
イ
シ
ョ
ウ
す
る
。 

⑰　

ガ
イ
ト
ウ
で
挨
拶
す
る
。 

⑱　

湯
を
ア
ビ
ル
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

大
き
な
ギ
セ
イ
を
伴
う
。 

⑳　

馬
が
カ
ケ
ル
。 

㉑　

汗
が
タ
レ
ル
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

㉒　

荷
物
に
マ
ギ
レ
ル
。 

㉓　

楽
器
を
カ
ナ
デ
ル
。 

㉔　

ガ
マ
ン
を
強
い
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

小
舟
が
タ
ダ
ヨ
ウ
。 

㉖　

メ
ン
ド
ウ
な
作
業
。 

㉗　

魅
力
に
ト
ボ
シ
イ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

コ
ウ
ハ
イ
し
た
村
。 

㉙　

仕
事
の
キ
バ
ン
を
築
く
。 

㉚　

援
助
を
コ
バ
ム
。

1
熟
語
の
構
成　

次
の
熟
語
と
同
じ
構
成
の
熟
語
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

①　

独
占　
　

②　

消
灯　
　

③　

追
試　
　

④　

伸
縮

⑤　

建
築　
　

⑥　

深
　々
　

⑦　

無
名　
　

⑧　

県
営

ア　

脈
　々
　

イ　

卒
業　
　

ウ　

不
運　
　

エ　

競
争

オ　

地
震　
　

カ　

巧
拙　
　

キ　

激
減　
　

ク　

特
訓

 

①

　
　

②

　
　

③

　
　

④

 

⑤

　
　

⑥

　
　

⑦

　
　

⑧

2
三
字
熟
語　

次
の

に
「
的
・
性
・
化
・
然
」
の
い
ず
れ
か
を
書
き
入
れ
て
、
三
字
熟

語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
同
じ
漢
字
は
一
度
し
か
使
え
ま
せ
ん
。）

①　

自
由

　
　

②　

紳
士

　
　

③　

積
極

　
　

④　

可
燃

3
四
字
熟
語　

次
の
四
字
熟
語
の
、
Ⅰ
…

に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、

Ⅱ
…
そ
の
四
字
熟
語
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

刀
直
入　
　

②　

言
語

断

③　

絶

絶
命　
　

④　

無
我

中

ア　

あ
る
こ
と
に
一
生
懸
命
打
ち
込
む
こ
と
。

イ　

遠
回
し
で
は
な
く
、
ず
ば
り
本
題
を
話
す
こ
と
。

ウ　

逃
れ
ら
れ
な
い
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
。

エ　

言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
ひ
ど
い
こ
と
。

 

①　

Ⅰ

　

Ⅱ

　
　

②　

Ⅰ

　

Ⅱ

 

③　

Ⅰ

　

Ⅱ

　
　

④　

Ⅰ

　

Ⅱ
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55　　

言
語

類
義
語
・
対
義
語

5

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

生
活
態
度
を
戒
め
る
。 
②　

漸
次
対
応
す
る
。 

③　

市
井
の
人
々
の
暮
ら
し
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

彼
我
の
力
に
差
が
あ
る
。 

⑤　

穏
や
か
な
口
調
で
話
す
。 

⑥　

平
静
を
装
う
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

幼
い
子
を
慈
し
む
。 

⑧　

願
い
が
成
就
す
る
。 

⑨　

伝
統
芸
能
が
廃
れ
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

知
己
を
得
る
。 

⑪　

常
識
を
逸
脱
す
る
。 
⑫　

名
人
技
に
仰
天
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑬　

国
会
が
紛
糾
す
る
。 

⑭　

安
定
し
た
生
活
を
営
む
。 

⑮　

稚
拙
な
考
え
方
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

タ
ン
テ
キ
に
説
明
す
る
。 

⑰　

ユ
カ
イ
な
友
達
。 

⑱　

新
た
な
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

ケ
ン
チ
ョ
な
傾
向
。 

⑳　

グ
ウ
ゼ
ン
街
で
出
会
う
。 

㉑　

絵
に
カ
ン
シ
ン
を
も
つ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉒　

勝
利
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。 

㉓　

コ
ウ
リ
ツ
を
上
げ
る
。 

㉔　

入
部
を
ス
ス
メ
ル
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

言
動
に
コ
ン
ワ
ク
す
る
。 

㉖　

ご
み
を
ハ
イ
ジ
ョ
す
る
。 

㉗　

臓
器
を
イ
シ
ョ
ク
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

外
出
に
母
を
ト
モ
ナ
ウ
。 

㉙　

遅
刻
し
て
ア
ワ
テ
ル
。 

㉚　

糸
が
カ
ラ
ム
。

1
類
義
語　

次
の
言
葉
の
類
義
語
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

案
外　
　

②　

我
慢　
　

③　

原
因　
　

④　

苦
境

⑤　

風
潮　
　

⑥　

専
念　
　

⑦　

対
等　
　

⑧　

合
格

ア　

理
由　
　

イ　

及
第　
　

ウ　

互
角　
　

エ　

傾
向　
　

オ　

平
等

カ　

意
外　
　

キ　

以
外　
　

ク　

没
頭　
　

ケ　

忍
耐　
　

コ　

逆
境

 

①

　

②

　

③

　

④

 

⑤

　

⑥

　

⑦

　

⑧

2
対
義
語　

次
の
言
葉
の
対
義
語
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

得
意 

ア　

任
意　
　

イ　

不
意　
　

ウ　

本
意　
　

エ　

失
意

②　

敏
感 

ア　

痛
感　
　

イ　

反
感　
　

ウ　

鈍
感　
　

エ　

雑
感

③　

勤
勉 

ア　

怠
惰　
　

イ　

無
職　
　

ウ　

横
暴　
　

エ　

惰
性

3
対
義
語　

次
の
言
葉
の
対
義
語
を
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

①　

単
純　

↕　

　
　
　
　
　

②　

淡
泊　

↕　

③　

利
益　

↕　

　
　
　
　
　

④　

総
合　

↕　

⑤　

発
展　

↕　

　
　
　
　
　

⑥　

疎
遠　

↕　

⑦　

理
論　

↕　

　
　
　
　
　

⑧　

過
失　

↕　
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言
語

慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語

6

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

夕
食
を
賄
う
。 
②　

荷
物
の
中
に
埋
没
す
る
。 

③　

依
頼
を
承
る
。

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

血
眼
に
な
っ
て
探
す
。 

⑤　

機
嫌
を
損
な
う
。 

⑥　

花
束
を
抱
え
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

風
で
旗
が
翻
る
。 

⑧　

人
生
の
岐
路
に
立
つ
。 

⑨　

諮
問
会
議
に
か
け
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

厳
か
な
雰
囲
気
。 

⑪　

先
代
の
技
を
踏
襲
す
る
。 
⑫　

粒
子
の
細
か
い
砂
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑬　

選
手
団
の
一
行
。 

⑭　

年
齢
を
偽
る
。 

⑮　

学
校
の
裏
の
雑
木
林
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

カ
ン
ゲ
イ
の
意
を
示
す
。 

⑰　

誤
り
を
シ
テ
キ
す
る
。 

⑱　

教
授
の
コ
ウ
ギ
を
き
く
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

空
気
が
カ
ン
ソ
ウ
す
る
。 

⑳　

ナ
メ
ラ
カ
な
斜
面
。 

㉑　

危
険
を
サ
ッ
チ
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

㉒　

決
勝
戦
に
ノ
ゾ
ム
。 

㉓　

町
が
フ
ッ
コ
ウ
す
る
。 

㉔　

コ
ユ
ウ
名
詞
で
呼
ぶ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

ヨ
ウ
イ
に
解
け
な
い
。 

㉖　

ゲ
ン
ミ
ツ
に
審
査
す
る
。 

㉗　

大
雨
を
ケ
イ
カ
イ
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

傷
を
チ
リ
ョ
ウ
す
る
。 

㉙　

ゴ
ラ
ク
に
乏
し
い
町
。 

㉚　

カ
ン
タ
ン
に
説
明
す
る
。

1
慣
用
句　

次
の

に
体
の
一
部
を
表
す
漢
字
一
字
を
書
き
入
れ
、
慣
用
句
を
完
成
さ
せ

な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
慣
用
句
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

が
な
い　
　
　

　
　
　
　

②　

が
広
い　
　
　

③　

が
折
れ
る　
　

　
　
　
　

④　

が
低
い　
　
　

ア　

交
際
範
囲
が
広
い
。　
　
　
　
　
　

イ　

と
て
も
好
き
だ
。

ウ　

態
度
が
へ
り
く
だ
っ
て
い
る
。　
　

エ　

苦
労
す
る
。

2
こ
と
わ
ざ　

次
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず　
　

②　

朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

③　

能
あ
る
鷹た
か

は
爪
を
隠
す　
　
　

④　

帯
に
短
し
た
す
き
に
長
し

ア　

中
途
半
端
で
役
に
立
た
な
い
。

イ　

人
に
親
切
に
し
て
お
け
ば
、
必
ず
よ
い
報
い
が
あ
る
。

ウ　

真
に
実
力
の
あ
る
者
は
、
や
た
ら
に
そ
れ
を
現
さ
な
い
。

エ　

人
は
付
き
合
う
友
達
に
よ
っ
て
、
よ
く
も
悪
く
も
な
る
。

 

①

　

②

　

③

　

④

3
故
事
成
語　

次
の
故
事
成
語
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

五
十
歩
百
歩　
　

②　

大
器
晩
成

③　

漁
夫
の
利　
　
　

④　

蛇
足

ア　

大
人
物
は
立
派
に
な
る
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
。

イ　

余
計
な
も
の
。

ウ　

あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
。

エ　

両
者
が
争
う
間
に
、
第
三
者
が
得
を
す
る
こ
と
。

 

①

　

②

　

③

　

④
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57　　

言
語

言
葉
の
単
位
・
文
の
組
み
立
て

7

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

時
間
を
費
や
す
。 
②　

有
為
転
変
の
世
の
中
。 

③　

緊
急
の
措
置
を
取
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

返
答
を
促
す
。 

⑤　

法
を
遵
守
す
る
。 

⑥　

中
枢
と
な
る
機
関
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

一
切
連
絡
を
取
ら
な
い
。 

⑧　

う
わ
さ
が
流
布
す
る
。 

⑨　

酒
を
醸
す
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

心
情
を
吐
露
す
る
。 

⑪　

人
混
み
に
紛
れ
る
。 
⑫　

犯
罪
が
頻
発
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑬　

琴
線
に
触
れ
る
。 

⑭　

協
力
を
拒
む
。 

⑮　

大
将
の
器
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

物
理
学
の
ケ
ン
イ
。 

⑰　

話
す
キ
カ
イ
を
も
つ
。 

⑱　

成
長
の
カ
テ
イ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

ご
み
を
ス
テ
ル
。 

⑳　

進
行
を
サ
マ
タ
ゲ
ル
。 

㉑　

行
動
に
カ
ン
シ
ン
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉒　

物
事
の
コ
ン
カ
ン
。 

㉓　

組
織
を
コ
ウ
チ
ク
す
る
。 

㉔　

手
に
汗
を
ニ
ギ
ル
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

店
の
カ
ン
バ
ン
。 

㉖　

ナ
ツ
カ
シ
イ
写
真
。 

㉗　

リ
ク
ツ
が
通
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

英
語
を
ホ
ン
ヤ
ク
す
る
。 

㉙　

結
論
に
イ
タ
ル
。 

㉚　

観
客
が
サ
ッ
ト
ウ
す
る
。

1
言
葉
の
単
位　

次
の
各
文
に
つ
い
て
、
Ⅰ
…
文
節
の
数
、
Ⅱ
…
単
語
の
数
を
、
算
用
数

字
で
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①　

絵
の
具
で
紅
葉
す
る
山
々
を
描
い
た
。 

Ⅰ

　

Ⅱ

②　

来
年
に
は
学
校
の
校
舎
を
建
て
直
す
ら
し
い
。 

Ⅰ

　

Ⅱ

2
文
の
組
み
立
て　

次
の

線
部
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
抜

き
出
し
な
さ
い
。

①　

朝
起
き
て
、
ま
ず
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
。 （  

 

）

②　

五
月
は
あ
ま
り
雨
が
降
ら
な
い
そ
う
だ
。（  

 

）

③　

象
の
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み
が
か
わ
い
い
。 （  

 

）

3
文
節
と
文
節
の
関
係　

次
の

線
を
付
け
た
文
節
と
文
節
の
関
係
を
後
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①　

魚
が 

群
れ
に 

な
っ
て 

泳
い
で 

い
る
。 

②　

約
束
し
て 

い
た 

こ
と
を 

急
に 

思
い
出
し
た
。

③　

遠
く
で 

サ
イ
レ
ン
が 

鳴
る
。 

④　

行
く
か 

帰
る
か 

考
え
て 

い
る
。

ア　

主
語
・
述
語
の
関
係　
　

イ　

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

ウ　

並
立
の
関
係　
　
　
　
　

エ　

補
助
の
関
係

①

　
　

②

③

　
　

④

3�
主
語
・
述
語
の
関
係
…
「
何
が
│
ど
う
す
る
」
な
ど
を
表
す
関
係
。 

 
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
…
「
何
を
│
ど
う
す
る
」
な
ど
を
表
す
関
係
。 

 

並
立
の
関
係
…
文
節
と
文
節
が
対
等
に
並
ぶ
関
係
。 

 

補
助
の
関
係
…
下
の
文
節
が
上
の
文
節
に
補
助
的
な
意
味
を
付
け
加
え
て
い
る
関
係
。

トトンンヒヒ
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言
語

単
語
の
分
類
・
自
立
語

8

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

観
光
地
を
巡
る
。 
②　

不
得
手
な
種
目
。 

③　

金
具
を
鋳
造
す
る
。

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

早
起
き
を
励
行
す
る
。 

⑤　

緩
慢
な
動
作
。 

⑥　

生
徒
を
諭
す
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

服
の
破
れ
を
繕
う
。 

⑧　

努
力
を
怠
る
。 

⑨　

経
済
的
に
潤
う
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

失
言
を
悔
い
る
。 

⑪　

焦
燥
感
に
駆
ら
れ
る
。 
⑫　

敗
者
を
慰
め
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑬　

一
斉
に
退
出
す
る
。 

⑭　

知
人
に
会
釈
す
る
。 

⑮　

代
替
と
な
る
食
料
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

定
員
の
ワ
ク
を
設
け
る
。 

⑰　

事
故
を
サ
ケ
ル
。 

⑱　

病
気
を
バ
イ
カ
イ
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

野
生
動
物
の
セ
イ
タ
イ
。 

⑳　

入
試
を
ブ
ン
セ
キ
す
る
。 

㉑　

ケ
ン
メ
イ
に
走
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

㉒　

ギ
ョ
ウ
セ
キ
を
残
す
。 

㉓　

旅
先
に
タ
イ
ザ
イ
す
る
。 

㉔　

観
客
の
目
を
ウ
バ
ウ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

事
態
の
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
。 

㉖　

ス
コ
ヤ
カ
に
育
つ
。 

㉗　

シ
シ
ョ
ウ
を
来
す
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

現
場
を
カ
ン
ト
ク
す
る
。 

㉙　

不
注
意
に
キ
イ
ン
す
る
。 

㉚　

役
割
を
ニ
ナ
ウ
。

1
単
語
の
分
類　

次
の
各
文
の
自
立
語
に

線
、
付
属
語
に

線
を
付
け
な
さ
い
。

①　

ま 

だ 

確 

か 

な 

こ 

と 

は 

わ 

か 

ら 

な 

い
。

②　

お 

や
、
黒 

い 

手 

袋 

が 

片 

方 

落 

ち 

て 

い 

る 

ぞ
。

2
品
詞　

次
の

線
部
の
品
詞
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①　

し
か
し
、 

予
想
は
外
れ
た
。　
　
　
　

②　

残
念
な
お
知
ら
せ
が
あ
る
。

③　

包
丁
で
た
ま
ね
ぎ
を
切
っ
た
。　
　
　

④　

弟
は
文
句
ば
か
り
言
う
。

⑤　

さ
っ
そ
く
電
話
を
か
け
た
。　
　
　
　

⑥　

ね
え
、 

何
が
あ
っ
た
の
。

⑦　

一
人
で
起
き
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　

⑧　

重
け
れ
ば
、 

僕
が
持
と
う
。

⑨　

三
日
で
本
を
読
ん
だ
。　
　
　
　
　
　

⑩　

お
か
し
な
う
わ
さ
を
耳
に
す
る
。

①  　
　
　
　
　
　
　
　
　

②  　
　
　
　
　
　
　
　
　

③  　
　
　
　
　
　
　
　

④  　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤  　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥  　
　
　
　
　
　
　
　

⑦  　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧  　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨  　
　
　
　
　
　
　
　

⑩  　
　
　
　
　
　
　
　

（�

）
（�

）
（�

）

（�

）
（�

）
（�

）

（�

）
（�

）
（�

）

（�

）

3
品
詞　

次
の

線
部
の
う
ち
、
他
と
品
詞
が
異
な
る
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア　

室
内
か
ら
、
陽
気
な
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

イ　

今
日
は
、
春
ら
し
い
陽
気
だ
。

ウ　

い
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
か
、
姉
は
陽
気
だ
っ
た
。

エ　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
陽
気
に
踊
る
。 

1
単
語
の
分
類
…
自
立
語
と
は
、
単
独
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
単
語
。
必
ず
一

文
節
に
一
つ
あ
る
。
付
属
語
と
は
、
単
独
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
単
語
。
一
つ

の
文
節
に
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
複
数
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
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言
語

用
言

9

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

精
神
力
を
培
う
。 
②　

体
裁
を
整
え
る
。 

③　

均
衡
を
保
つ
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
。 

⑤　

目
標
を
掲
げ
る
。 

⑥　

現
状
を
憂
え
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

発
言
を
慎
む
。 

⑧　

任
地
に
赴
く
。 

⑨　

幼
少
時
代
の
逸
話
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

携
帯
電
話
が
普
及
す
る
。 

⑪　

哀
悼
の
意
を
表
す
。 
⑫　

恩
賞
を
賜
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑬　

厄
介
な
問
題
。 

⑭　

試
験
に
臨
む
。 

⑮　

人
の
気
配
を
感
じ
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

挨
拶
を
テ
ッ
テ
イ
す
る
。 

⑰　

ケ
ッ
カ
ン
品
を
買
う
。 

⑱　

ジ
ュ
ク
レ
ン
し
た
技
術
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

雨
水
が
シ
ン
ト
ウ
す
る
。 

⑳　

ゼ
ッ
タ
イ
に
合
格
す
る
。 

㉑　

人
事
を
サ
ッ
シ
ン
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉒　

ヒ
フ
に
傷
が
付
く
。 

㉓　

勝
利
に
コ
ウ
ケ
ン
す
る
。 

㉔　

シ
ョ
ウ
ゲ
キ
を
受
け
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

キ
ョ
ウ
シ
ュ
ク
す
る
。 

㉖　

シ
ュ
ウ
チ
の
事
実
。 

㉗　

ム
ジ
ュ
ン
を
抱
え
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

事
例
を
ア
ゲ
ル
。 

㉙　

エ
ラ
イ
人
物
の
伝
記
。 

㉚　

混
雑
が
カ
ン
ワ
す
る
。

1
動
詞　

次
の

線
部
の
動
詞
に
つ
い
て
、
後
の
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

①　

真
っ
赤
な
い
ち
ご
を
食
べ
ま
す
。

②　

明
日
は
七
時
に
起
き
よ
う
。

③　

今
か
ら
走
れ
ば
間
に
合
う
だ
ろ
う
。

④　

毎
日
二
時
間
練
習
し
ろ
。

Ⅰ　

活
用
の
種
類

Ⅱ　

活
用
形

①②③④
2
形
容
詞
・
形
容
動
詞　

次
の
各
文
に
は
、
形
容
詞
ま
た
は
形
容
動
詞
が
一
つ
ず
つ
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
Ⅰ
…
抜
き
出
し
て
、Ⅱ
…
品
詞
名
、Ⅲ
…
活
用
形
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

①　

実
験
に
必
要
な
材
料
が
全
部
そ
ろ
っ
た
。

②　

小
さ
く
な
っ
た
洋
服
を
妹
に
あ
げ
る
。

③　

コ
ー
チ
が
生
徒
を
熱
心
に
指
導
す
る
。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

①②③1
動
詞
…
動
詞
の
活
用
の
種
類
に
は
、
五
段
活
用
、
上
一
段
活
用
、
下
一
段
活
用
、
カ

行
変
格
活
用
、
サ
行
変
格
活
用
が
あ
る
。
2
形
容
詞
…
言
い
切
り
の
形
が
「
い
」
に
な
る
。

形
容
動
詞
…
言
い
切
り
の
形
が
「
だ
・
で
す
」
に
な
る
。

トトンンヒヒ
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言
語

付
属
語

10

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

①　

厳
し
い
口
調
で
叱
る
。 
②　

名
曲
を
奏
で
る
。 

③　

功
績
を
顕
彰
す
る
。

　
　
（�
） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

④　

文
章
の
巧
拙
。 

⑤　

作
業
が
滞
る
。 

⑥　

参
加
者
を
募
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑦　

兄
は
筆
無
精
だ
。 

⑧　

匿
名
で
意
見
を
述
べ
る
。 

⑨　

相
反
す
る
考
え
を
も
つ
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑩　

否
応
な
し
に
任
さ
れ
る
。 

⑪　

思
い
出
に
浸
る
。 
⑫　

陳
腐
な
表
現
。

　
　
（�

） 　
　
（�
） 　
　
（�

）

⑬　

暑
さ
が
和
ら
ぐ
。 

⑭　

水
を
所
望
す
る
。 

⑮　

果
実
が
熟
れ
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

⑯　

ア
ザ
ヤ
カ
な
色
彩
。 

⑰　

世
の
中
の
フ
ウ
チ
ョ
ウ
。 

⑱　

建
物
を
ハ
カ
イ
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

⑲　

気
が
ユ
ル
ム
。 

⑳　

ビ
ミ
ョ
ウ
に
ず
れ
る
。 

㉑　

流
行
が
ス
タ
レ
ル
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�
）

㉒　

森
林
を
バ
ッ
サ
イ
す
る
。 

㉓　

ケ
ッ
サ
ク
を
生
み
出
す
。 

㉔　

ザ
ン
コ
ク
な
結
末
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉕　

キ
ョ
ウ
レ
ツ
な
香
り
。 

㉖　

業
務
を
ス
イ
コ
ウ
す
る
。 

㉗　

犯
人
を
コ
ウ
ソ
ク
す
る
。

　
　
（�

） 　
　
（�

） 　
　
（�

）

㉘　

キ
イ
な
印
象
を
与
え
る
。 

㉙　

エ
ン
カ
ツ
に
進
め
る
。 

㉚　

重
機
の
ソ
ウ
ジ
ュ
ウ
。

1
付
属
語　

次
の
文
の
助
動
詞
を
○
、
助
詞
を
□
で
囲
み
な
さ
い
。

彼
は
バ
ス
停
ま
で
急
い
で
走
っ
て
い
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
間
に
合
う
ま
い
。

2
助
詞　

次
の

線
部
の
格
助
詞
の
働
き
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

①　

テ
レ
ビ
の
電
源
を
切
る
。　
　

②　

買
う
の
買
わ
な
い
の
と
騒
が
し
い
。

③　

円
安
の
も
た
ら
し
た
効
果
。　

④　

こ
の
か
ば
ん
は
私
の
だ
。

ア　

主
語
を
示
す　
　
　
　
　

イ　

連
体
修
飾
語
を
示
す

ウ　

並
立
の
関
係
を
示
す　
　

エ　

体
言
の
代
用

 

①

　
　

②

　
　

③

　
　

④

3
助
動
詞　

次
の

線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

①　

Ａ　

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
。　
　

Ｂ　

先
生
が
間
も
な
く
教
室
に
来
ら
れ
る
。

　
　

Ｃ　

係
員
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
。　

Ｄ　

昔
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　

ア　

受
け
身　
　

イ　

可
能　
　

ウ　

自
発　
　

エ　

尊
敬

 

A

　
　

B

　
　

C

　
　

D

②　

Ａ　

今
、
宿
題
を
済
ま
せ
た
と
こ
ろ
だ
。　

Ｂ　

壁
に
か
か
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
。

　
　

Ｃ　

昨
夜
は
焼
き
肉
を
食
べ
た
。　
　
　
　

Ｄ　

開
始
の
時
間
は
三
時
だ
っ
た
ね
。

　
　
　
　

ア　

過
去　
　

イ　

完
了　
　

ウ　

存
続　
　

エ　

確
認

 

A

　
　

B

　
　

C

　
　

D

1
付
属
語
…
付
属
語
の
う
ち
、
活
用
す
る
の
が
助
動
詞
、
活
用
し
な
い
の
が
助
詞
。

3�

助
動
詞
…
主
に
用
言
や
他
の
助
動
詞
に
付
い
て
、
意
味
を
付
け
加
え
る
。
意
味
が
複

数
あ
る
助
動
詞
が
あ
る
の
で
、
意
味
の
識
別
が
よ
く
出
題
さ
れ
る
。

トトンンヒヒ

　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

線
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な

さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。

漢
字
の
読
み
書
き
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へのご登録で、

会員登録はこちら

文理の教材紹介 デジタルサービスや
テストのお申込み

教育情報の発信 オンラインセミナー
のお知らせ

■ Bunri Teachers’ Siteへのご登録には弊社発行の招待コードが必要です。

■ 本サイトは一般の方のご利用をお断りしております。あらかじめご了承ください。

全ページ見本 と目次をご覧いただけます。※

※一部教材を除く

株式会社文理が運営する、塾・学校の先生方のための情報サイトです。

紙面サンプルは
  ここまでです！

弊社サンプルをご覧いただき、
ありがとうございました。

とは？

https://bts.bunri.co.jp/Home/Debut?utm_source=sample_pdf&utm_medium=pdf_link
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